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本邦に於ける委主類鋳病の種類に就て

高橋良直

NOTES ON CEREAL RUSTS IN JAPAN. 

(With an English resume). 

Y. TAKAHASHI. 

Botanist to the Hokkaido Agricultural Experiment Station, Sapporo. 

余は植物皐雑誌第二百十三競（明治三十七年十月費行）に於て、

欧洲に存在する六種の委類鋳菌が悉く本邦に産する乙とを述べし

が．今又此小報を会にし明か作物病害の研究に従事する人今の参考

に供せんとすO

本邦 lt 於て見出 3 る＼~類鋳病の種類を皐げ其特徴を記すれ

ば究ぎの如しO 但し各種鋳菌の僚下に皐「る標品は、宮部博士の手

元に集積せるものと、余の有するもの左を合したるものな b。

(1う黄銭。 乙れ白井氏の主はしぶと締するものにし℃、小妻、

大妻、裸姿、らい Uぎ及び数種の禾本植物を害すO

病原菌は Pucciniaglumarum (Schm.) Eriks. et Henn.と稀し、 ERIKSSON

氏は之れを若干の襲種に牙つ。即ち（イ）小婆を侵すもの、（ロ）大要及

び裸婆を侵すもの．（川）らいむぎを侵すもの．及び他の禾本科植物に

寄生する一二の種種是れなれ但し此等の襲種は其タト形民於ては

杢然同－~るも生態的に異なれ bo 即ち（ 1)；ま小変に寄生するのみ

にし℃大妻、らいむぎ等に寄生する乙となく、（ロ）は大要及び裸婆に

寄生するも其他の葵類に寄生せまるが如き之れな b0 

黄鋳－菌の鍔胞子（Uredospores）は多くは楕固形の集閏（Sori）を錦

[Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc., Vol. I. 1905.] 
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して葉の南面』t生じ、此等の集圏は其色寅 tとして規則正し〈線般に

縦列すO 之れ貰鋳の一大特徴在~（錫胞子費生の初めに於℃は其集

闇顕著攻らまるを以て、細視せき’れば恰も黄色の僚班を生ぜるが如

主観あ b）。鋳胞子は叉子賓の頴片（Glumes）、花等にも生ずれども、此

等の場舎に於ては唯不規則なる集圃を錯すのみ在 b0 

鍔胞子は球形若しくは少しく楕固に傾き其長3十入「ミユー」位

よb二十八「ミユー」位に遣し、其内容は黄色を帯ぷるも膜は透明にし

て表面に刺あ bo 接芽孔は数個あれども見易からず（KLEBAHN氏

の設によれば費芽孔は八個乃至十個、若しくは十二個に遣するとと

あ 9 ）。荊！の距離はー．五「ミユー J• 膜の厚 3 も同じくー．五「ミユー」あ b 0 

ヨktと終局胞子（Teleutospores）の集聞は黒色の小貼とな b℃現は

れ、葉鞘上R縦江主らぴ規則正し〈線放を呈すO 是れ此鋳菌の特徴

のーな bo 但し右集圃は葉面にも生ずる乙とあれど、此場合に不規

則に散在すO 此等の集圃は表皮の下に生じ、轡曲せる根棒般の線放

髄（Paraphyses）によ bて二三の小房に匝劃せられ、其周固にも同様の

総統健あれ而し℃永〈表皮に蔽はれ外部に露出する之とな LO 絡

局胞子は寅褐色を帯伏、其形左右審整ならずして、多〈は一方に曲

れ其上端或は届卒なるあれ細長〈延長せるあれー二の短小在る

突起を有するあれ或は又不規則に角張れるあ bτ頗る多様攻れ．ど

も．概して上位の細胞と下位の細胞との聞に多少の溢れを有し且つ

胞子上端の膜は著しく厚きを常とすO 終局胞子は其長 3四十万至

七十「ミユー」以上、幅は十五六「ミユーJ万至二十五六日ユ－ J~t 遣し、柄

は甚だ短小な b。

責務は本邦各地に普通に費生し、小妻、大妻、裸婆を害するを見

る。就中小委は最も多〈之れに侵され、大変は之に侵3るる乙とー

簡に少 LO 裸褒の被害も亦頗る普通なれ

余等の手元にある標本の出蕗を示せば下の如しO 但し IIは鋳

施子時代、 IIIは終局胞子時代官示すO 以下皆同 Lo



TAKAHASHI : NOTES O:¥' CEREAL RUSTS Iχ JAPAN. 41 

小~－熊本鯨飽託郡出水村（II. 明治三十七年五月十日、吉野猿ー

氏入愛媛県系松山（II.明治三十六年四月、千石輿太郎氏〕、島根県系〔nr.明治三十

六年、長崎常氏〕、兵庫県季節磨郡関府寺村（II.III.明治三十四年六月十目、高

橋瓦直〉、大坂（II.明治三十 λ 年六月十二日、出回新丘〕、東京小石川植物園

（明治三十二年六月四目、草野俊助氏入新潟県系三島郡寺泊町（II.明治三十

六年四月十三目、吉野毅一氏〕、全古志郡稲戸村（II.明明三十六年六月、吉

野毅一氏〉、岩手懸盛岡（II.明治三十七年、掻待初郎氏〉、秋田勝（II.III.明治

三十七年、徳淵永次郎氏〉、青森県革（III.明治三十六年、中：村綾太郎氏〉、石狩

図札幌（II.III.明治三十六年七月以後、高精真直〕、天堕園初山別（II.明治

三十六年七月二十一日、高橋夏直〕。

裸委一騒岡麟顧問 (IL明治三十八年六月、黒 i事長平氏〉、愛媛県菜松山

(II.明治三十六年四月、千石輿太郎氏）、東京（IL明治三十二年六月四日、草野

俊助氏〉、長野県系下高弁郡（II. 明治三十六年六月、村山某〕、石狩闘封雁村

(II.明治二十八年七月、宮部金吾氏〉、石狩園札幌（II.明治三 T三年七月二

十日、結城庄八氏）、全上（II.III.明治三十六年七月以後、高橋瓦直〕、天盟国増

毛（IL明治三十六年七月二十日、高橋克直入金ウタヨ V ベツ村（III.明治

三十大年七月二十二目、高橋頁直〉。

大要一熊本態（III.明治三十七日野毅一氏〕、石狩図札幌（IT.明治

三十六年七月〉。

固に記す、此鋳菌の腔胞子時代（Aecidi um-stage）は未だ接見せら

れまるな払恐〈は杢然之れを訣如するものならん。

(2）黒銭。 是れ白井氏の〈ろはしぶと稿するものにしτ、小

妻、裸姿、大妻、燕妻、らいむぎ及び諸種の禾本植物を害すO

病原菌は Pucciniagram£nis P町s. にして， ERIKSSON氏は之れを

若干の接種に分つO 即ち（イ）らいむぎ及び大妻、裸婆を侵すもの．

（ロ）主とし℃小委を侵すもの、（ρ ）燕憂及び二三の禾本科植物を侵

すもの‘タトに他の禾本科植物｛と寄生するこ三の接種是れな b0 

黒鏡菌の鋳胞子は細長き赤鋳色の集圏を~して葉面葉鞘等に

生じ．集聞は不規則に散在し其長さ四五厘以上に達する乙とあれ

鋳胞子は帝国形を呈し、其長誌は三十「ミユーJ以外万至五十「ミユー」

位、幅は十五六「ミユーJ乃至三十「吉ユーJ位なるを以℃．其長 j(i大抵

幅の二倍内外あるを常とすO 胞子膜は友黄色を呈し、二「ミユ戸j内
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タトの厚さを有し、表面に細刺を帯び、刺の距離はニ「ミユーJ内タトあb。

叉費芽孔は四個あ h，て（KLEBAHN氏の設によれば稀れに三叉は五

個の乙とあ bと）胞子の中央部（赤道）に互に同距離を隔て、相聖母すO

斯かる排置は他の種類には之れ無 L0 

終局胞子の集聞は稗及び葉鞘に生じ、細く延長し、表皮に蔽は

れずし℃外聞に露出し、黒色を呈す。各胞子は褐色を帯び、其長さ

四十万至七十「ミユー」位、幅は十五万至二十五「ミユーJに達し、其柄は

透明にして非常に長 3を以℃他の種類よ h見分くる乙と極めて容

易攻 b。
黒鋳は本邦に於℃は大害あるを見ず、蓋し其費生甚だ遅くし

て大抵寄主の成熟に近つける頃なるを以τな b0 

余等の手元にある標本の出慮を記すれば下の如 Lo

小委一一熊本勝飽託郡大江村（III.明治三十七年六月十九日、吉野扱

一氏〉、同地方（ILIII.明治三十八年六月、吉野毅一氏〉、福岡県事漏岡（II.明治

三十八年六月十五日、黒海良平氏〉、鹿児島勝農事試験場固くIII.明治三十

六年七月三日、西岡蕗次氏〉、石狩札幌郡白石村（III.明治二十七年八月二

十五日、平塚直次氏〕、石狩札幌（II.III.明治三十七年八月十七日以後．高橋

英直〕。

此の如く余等の有する被害標本はすべて小婆に属 L、大要裸

憂等の被害標本はーも之れを有せずO 蓋し本邦に℃は小委以外の

婆類が杢〈黒鋳 lこ侵きれずとは言ム能はまるも、其被害の少さは疑

を容れずO

人の知る如く、黒鋳菌の腔胞子時代は Berbeη・2上に現はる、

ものにして．余等の手元には札幌、函館、磯谷（後志園）及び様似（日高

園Hこ℃採集せると bとまらず （Berberisvulgaris）に寄生せる該時代

の標品あ b。

(3）小夢の赤録。 ーに褐色鋳（Brownrust）又あかはしぶと締す

るものにして、病原菌は Puccinz・atriticz'na Eriks.と稿し小委に特有志

るものとすO
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鋳胞子集聞は赤褐色若しくは黄褐色を呈し不規則に葉面（殊に

其上面）に生じ、不規則に散在し、三四厘の長きに達すO 胞子は瓶し

℃固く、其表面に細微なる刺を有し、敷佃の費芽孔を具ム。胞子膜

は始め無色透明怠るも老成すれば褐色を帯よ、（か、る胞子を麗し潰

して空虚にすれば、容易〈稜芽孔の存在及と入’膜の褐色を呈する乙と

を看取するを得べし）o 鋳胞子は其直径二十四五「ミユー」万至二十入

「ミユーJ｛立方E9o 

終局胞子の集圏は黒色の小勤肢を錦、し、主としτ葉面叉多少
葉鞘にも生じ、不規則に散在し、表皮に蔽はれあるは黄銭に同じ、胞

子は淡褐色を帯び、貫録 iζ 於けるが如〈管、曲せるもの少し又其上

端は濃褐色 tとして概し℃届なるもの多〈、業下端即ち柄に接する

所も亦濃褐色を有すO 胞子の長さは三十「ミユー」乃至五十「ミユーJ位、

幅は十五乃至二十「ミユー」あ bo 柄は至って短L0 

此種類は札幌地方に℃は最も普通に費生し大害をなす。

標品の出慮下の如しO

顧問見書編岡〔III.明治三十八年六月十五日、黒海艮平氏〉、熊本勝飽託郡

出水村（III.明治三十七年五月、八日、其他、吉野恕一氏〉、兵庫県幕飾磨郡園府

寺村（II.明治三十四年六月十一目、高橋真直〉、大阪（II.明治三十八年六月

十二目、出’回新氏〕、岐阜際大野村上枝村、明方村（II.明治三十二年五月、山

口某〕、東京小石川（II.III.明治三十二年六月四日、草野俊助氏〕、東京西ク

原（II.III.明治三十五年六月七日、吉野毅一氏〉、東京八王子附近（III.明治

三十六年六月十一日、草、野俊助氏〉、新潟懸古志郡長岡 en.明治三十六年
五月八日、吉野毅ー氏〉、秋田懸秋田八橋村（江明治三十五年六月五日、徳

淵永次郎氏〉、腿振固有珠郡長流村（II.III.明治三十二年七月二十三目、山

田玄太郎氏〉、後志図岩内郡竣足村（III.明治二十五年八月、近藤某〉、石狩

園札幌（ILIII.明治二十五年以後、中野徳一氏、徳淵永泊郎氏、宮部金吾氏、

山田玄太郎氏、結媛庄八氏、高橋瓦賞、〉石狩郡花川村〔II.明治三十八年七

月、鶴牧安治氏〉、石狩上川郡旭川I(II.明治三十二年十月一目、JIJ上瀧輔氏〉、

全上川郡永山村（II.明治三十七年七月二十五日、高橋真直〕コ

此誘菌も腔施子は末n:接見せられぎるもの在 b。

(4）大夢裸夢の赤銭。 大婆及び裸星野の赤鋳はr媛形鋳病J「小鋳」
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等の異名を有するものにし℃、病原菌は Pucciniasimplex (Korn.) Eriks. 

et Henn.と溜し大委裸萎に特有志るものなれ

此菌の鋳胞子集聞は寅褐色を呈し、不規則に葉面に散在し、其

形甚だ少さく僅冷一二厘の長 3あるに過ぎずO 胞子は固形若しく

は精固形にして、聞きものは直径二十「ミユー」内外．精聞のものは其

長 j二十万至三十二「ミユー」位にしτ、褐色を帯伏、表面に刺を有し、

童文個の費芽孔を具ム。刺と刺との距離は一宇乃至二「ミユーJ、胞子

の膜の厚 3は一宇「ミユー」内外あ b0 

終局胞子は l葉鞘、若しくは葉面に生じ、表皮に蔽はれ徴小なる黒

貼肢の集圏をなし、其排列に一定の規則なしO 胞子は褐色を帯び他

の何れの種類とも異にして、多〈は車ーの細胞よ b成上其形一定

せずO 其長 3は二十八万至四十「ミユー」位、幅は十六万圭二十五「ミユ

ーj位あ b。
要するに此鋳菌は其鋳胞子集聞の小なるととし終局胞子の

概して一室よ b成る乙と、を以て特徴とすO 腔胞子時代の接見せ

られぎるは黄鋳及d小委赤銭に同 t:0 

標品の出庭を記すれば下の如 L0 

大要一熊本勝飽託郡砂取町（IT. 明治三十七年五月廿六日、吉野毅

一氏〉、全熊本en.明治三十八年五月二十五日、全氏〉、茨域懸稲敷郡君原村
(II.明治三十一年十二月二十五日、石百i某〕、札幌（II.III.明治三十七年八月

一日、其他、高橋瓦直〉。

課要一熊本（II. III.明治叶七年主月十一日、其他、吉野被一町、兵庫

膝姫路（JI.明治三十四年六月十一目、高橋瓦直〉、大阪（II.明治三十七年、出

回新氏〉、相州永井村（II.明治叶四年五月四日、宮部金吾氏〉、銀11l洛園脚 V 7 

:v (II.明治二十七年七月二十九日、宮部金吾氏〉、札幌(II.明治二十八年八

月、宮部金吾氏〕、全（II.III.明治 ti十六年七月十三日、業他、高橋瓦直〉、石狩箇

上川郡永山村（If.明治三十七年七月二十五日、高橋〕、全上川郡比布村en.
明治三十七年七月二十七日、高橋〕、天盤園初山別（II.明治三十六年七月

二十一日、高橋〉、全増毛（II.全月サ目、高橋〉、奥尻 (II.明治二十三年七月廿

七日、宮部金吾氏〉。

(5）らいむぎの赤量産o, 是れ亦褐色誘とも呼ぶものにして、病
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原菌は Pucciniadispersa Eriks. et Henn. と精しらいむぎ lこ特有在るも

のとすO

鋳胞子は赤褐色の集闇を錯し主として葉の南面に生じ、集圏

及び胞子の外観形肱等は小委赤鋳菌の其れに類せ b0 

終局施子は微小なる黒貼肢の集囲を錯して葉鞘に生じ（余は未

だ其葉に生ぜるを見し乙とまし）、表皮に蔽はるO 施子は短柄を有

し赤褐色を帯rx.其長 3四十『ミユー』よ b六十「ミユー」までのもの最

も多〈、幅は二十「ミユー」内外あ b。

此鋳菌は欧洲 lζ ℃は紫草科植物 Anchusa arvensz・s及び A.oificふ

nal£s tζ其腔胞子を生ずるものにして、該胞子の殺生するは入九月

頃なるに拘らず秋蒔らいを侵す乙と極め℃少し翌年六月に至 b

盛に之れを侵すと云よ、。去れば本鋳菌が如何なる j伏態に℃越年す

るやはーの疑問在 b。而して北海道に於℃は札幌農皐校及び北海

道農事試験場にて試作するらいりぎは年々之に侵され、盛に鋳施

子を生ずるも終局胞子を生ずる乙と極めて稀れな b。若し夫れ此

菌の腔胞子時代に至 9-cは、余等は未 tl之れを北海道に於て費見

せずo 思よ、に本鏡菌は札幌地方にτは鋳胞子の賦態にτ越年する
ものにあらぎるかo 余は未だ賓地試験によ b℃此事を確かめずと

躍も、 Bromus類に寄生する赤鋳菌の鋳胞子が多を凌仁の力あるは

MARSHALL WARD氏の観察せる所、叉葱鋳菌 PttcciniaPorn・ の鋳胞

子が札幌地方の冬を凌？の力あるは余の賓見せる所在 b0 

らいむぎは本邦に於℃は特殊の場所に試作せらる、，t過ぎる

を以℃、此鋳菌は現時重要なる病害にあらぎるは勿論攻 bo 而し

て余等の標品は凡τ北海道に於て採集せるに係b、府牒よ b来れ

るものはーも之れ無しO 今其採集地を暴くれば下の如 L0 

石狩圃上 Jlf郡永山村（II.明治三十七年七月二十五日、高橋夏草〉、会札

幌（II.明治二十八年六月十五日、徳淵永治郎氏、其他西国藤失氏、山田玄

太郎氏、高橋真直〉、札幌（III.明治三十七年 λ 月二十七日、高橋真直）o
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(6）燕警の冠献録。 燕委其他禾本科植物lこ寄生する冠蹴鋳

(Crown rust）は以前はすべτ一種 （Pucciniacoronata Corda）と見倣され

しが、 KLEBAHN氏之れを（甲） P. coronijera Kleb.と（乙） P. coronata 

(Corda) Kleb.とのこ種に分ちたるは人の知る所な b0 （甲）は其腔胞

子を R初mnuscathartica上に生じ、（乙）は之れを FrangulaAlnus上に生

ずるものにして、鋳施子及び終局胞子時代に於ても其外形上雨種

の聞に多少の相違あ bo 而して ERIKSSON及び KLEBAHN氏り研究

によれば P.coroniferaの中にも若干の接種あ bて、燕委に寄生する

ものは P.coronifera A venae Eriks.是れなれ要するに KLEBAHN氏

の研究に従へば、燕委の冠賦鏡菌は P.coグonijeraIこ属するものま b0 

タi、にーの「グアライアー」あ b0 P. coronata var. IJimalensz・5 Barclay是れ

な bo 而し℃本邦のくろうめもど~ (Rhamnus japonica）に寄生する

Aecidiumは従来 P.coroniferaの腔胞子時代即ち Aec.Rhanmi Gmel. Iこ

該嘗するものと思惟せられしが、；迂頃 P.OIETEし氏はく λうめも

f' き！乙生ぜる Aecidiumを日本よ h得之れを P.んi

tel ( =P. coronata var. himalensz・sBarcl.）に属するものと査定し、其後更

に叉我邦よ h同寄主に生ぜる Aecidiumを得之れを新種と錯し Acc.

Rhamni japonici と命名せ bo 果し℃然らば〈 λうめもどきの Acci-

di umは燕婆の鋳菌と全く無関係なるや、婚又以上二種の Aecz'dium 

のタト Aec.Rhamni Gmel.も亦くろうめも e:きに寄生するや。此等の

疑問は今之れを解決する能はゴるも、兎 iこ角余等が札幌に壬見る

所の燕変冠肢鏡は少くとも其鍔胞子時代に於て P. coronifera tこ吻

合するを見るな bo但し P.MAGNUS氏は此種の本名として P.Lolii 

Niels.を用ゐ P.coronifera k以て其別名と錯すべきを指摘し、 SYDOW

氏の誘菌譜にも P. Lolii を本名と錯しあれども、余l輩は姑らく P.

coroniJ令仰を用ゆる事とし、其性肢を記すれば下の如 L0 

誘胞子集圏は葉の雨面に不規則 ／C）散！在して生じ、黄褐色を帯

び、胞子 l立国形叉／！短楕図形を有し固形のものは其直径三十万．至
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三十「ミユーJに遣し、黄色にしτ表面に微小なる刺あれ臆は透明
にし℃約二「ミユー」の厚~を有し、革委芽孔は三四個あ bo 突に格局

施子は黒色の小動をなし℃葉に生じ、一種特別の形肢を有するを

以τ容易く之れを識別するを得O 特別の形肢とは胞子の上端に敷

個の角紋突起を有する之と是れな b。但し此特徴がP.coronifera に

もP.coro仰 taにも共通在るは言を侯たず。

KLEBAHN氏の詑tとよれば P.. coronata (Corda) Kleb.の誘胞子は

葉の下面に生じ、之れに民し℃ P.coronifcraの誘胞子は葉の南面に

現はれ、加之 P. curo仰 ta(Corda）のよ b少しく大にし℃且つ顕著な

る集圏を錯す。突に鯵局胞子時代に於ける雨種り相遣を見るに P.

coro仰 ta(Corda）の終局胞子集園は勤般若しくは短線放を呈し、 P.coronz二

fer aの其れは鋳胞子集聞の周園 R不規則在る輪肢を錯すの差あ b0 

若し夫れ P.himalensis tζ至 bては其腔胞子小形なるのみならず、終

局胞子集圏は表皮に蔽はれずして裸出する特徴あ b0 

標品の出慮を事〈れば下の如 L0 

熊本鯨阿蘇（III.明治三十四年八月、川上瀧輔氏〉、全飽話郡出水村〔III.明

治三十七年七月十三日、吉野毅一氏〉、石狩園札幌（II.明治二十五年十月、

宮部金吾氏〉、全（II.明治三十七年八月廿四目、業他、高橋瓦直〉。

上記標本中札幌にて採集せる鋳胞子時代のものを見るに前越

の如く其形蹴 P.coron衿raF:.吻合するを見るも、末だ終局胞子時代

のものを手に入れまるを帳みとすO i 然るに熊本地方よ h来れる標

品を見るに、其外観は却って P.coronata (Corda) It類するが如 Lo 此

等の事 lと就℃は今後研究の上更に報告すぺ LO 猶叉札幌遼にては

上記録菌の費生期甚だ還さを以τ燕萎耕に劃しては賓際上無害な

b 。

今萎類一種っ、に劃し之れを侵害する鋳病の種類を表示すれ

ば下の如し。
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大

裸
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1Puccinia graminz・s （黒鋳）

要 1P.glumarum （黄鏡）

'P. tritz・cina l赤鋳j: r・ xramini, （時）
P. glumarzmz （寅鋳）

P. simplex （赤鏡、小鋳、建形鋳

らいむぎ

JP. grσminis （黒鋳）

( P. glumatum （黄鋳）

P. di》ersa （赤鋳）

(P. graminis （黒鋳）
燕婆 i

(P. coron俳ra （冠放鏡）

上に記したる如く各種の婆を害する鋳病は三種苦しくは二種

あ b℃、札幌地方に℃は小妻、大委等は同一茎葉に赤誘と黄鋳を混

生する乙と珍らしからずO 今便宜のため以上六種の鏡菌の検索表

を掲「れば下の如し。

甲、鋳胞子（Uredospores）はよお検索表。

一、誘胞子集聞は黄色を呈し、規則正しく併列し℃葉面に線肢を

なす・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・ P. glumarum. 

二、銃胞子集聞は不規則に散在し、黄色を呈せず

A、鋳胞子は長楕固形を呈し、長径は大抵短径の二倍内外め

9 .......................................争・・・・・ P.graminis. 

B、鋳胞子は固形若しくは短精固形を有す

（イ） 小委を侵すもの・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ • • P. triticina. 

（ロ） 大姿、裸婆を侵才もの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・P. simplex. 

( ...、） らやむぎを侵すもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ P.dispersa. 

（ニ） 燕婆を侵すもの・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P.coronifera. 



TAKAHASHI : NOTES ON CEREAL RUSTS IN JAPAN. 49 

乙、終局胞子（Tele叫ospores）によお検索表。

一、終局胞子集聞は寄主の表皮のタトに露出し、其表面黒粉肢を呈

-r .....................................、、・・ • • ・, ・ ... -P. grami託：is.

二、終局胞子の集囲は表皮に覆はれ、従って其表面は粉肢を呈せ

ず

A、終局胞子の集圏は葉鞘に生じ線般に併列すP.glumarum. 

B、絡局胞子の集聞は葉面若し〈は葉鞘に生じ線般に併列

せず

（イ）終局胞子は多〈は一室よ b成る・・......-P. simplex. 

（ロ）終局胞子は二室よ b成る

0施子は其上端に角牒突起を有す・・・・ P.coronzfera. 

0 0胞子は突起を有せず

ム 小委を侵すもの・・・・・・・.......・ ・ P. triticina・

ムムらいむぎを侵すもの・..........p，。ら》ersa.

終 bに臨み、余は本稿を草するにあた b宮部博士よ b有盆な

る助言を得たるととと、博士の手元に集れる標品を貸興せられた

るZとに就τ謝意を表し、且つ本文に記したる胞子の形服、大さ等

は北海道農事試験場に於℃余の調査せる所に従へる乙とと、大方

の諸賢に封し標品の寄典を希望するの極め τ切なる乙とを鼓に附

記すO
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RESUME. 

Puccinia graminis Pers., P. glumarum (Schm.) Eriks, et Henn., P. triticina 

Eriks., P. dispersa Eriks., P. simplex (Korn.) Eriks. et Henn. and P. coroni-

/era Kleb. are all found in Japan. In other words, all the species of the 

cereal rusts reported from Europe occur on our grain crops. 

Generally speaking, of these six species, P. glumarunt is the most common 

in Japan, attacking wheat and barley to a large extent. P. triticina and P. 

simplex are of common occurrence in Hokkaidδ，seriously attacking their 
respective host. These two species are found also in Honshu (the Main Island). 

P. graminis appears on wheat much later than either P. glumarum or P. 

tritz"cz加zboth in Honshu and Hokkaidδ，and causes a very little or almost no 
damage to the crop. P. coronグerais also practically of no economic impor-

tance in Japan. So far P. dispersa is known only from Hokl王aidδ，whererye 

is cultivated at some places for experimental purposes. The aecidium stage 

of this species, however, is not yet found by us, and its teleutospores are very 

rarely formed in Hokkaidδ，as far as my observation is concerned. The fact 
may be that the fungus passes the winter in its uredo stage. 

Finally it must be added that at present nothing is known about the rela-

tion of our oat rust to Aecz'dium Rんαmnz・japoniciDie七.， which occurs on 

Rhm加zusノ・aponicain Japan. Aecidium-form of Puccinia himalensis (B乱rel.)

Diet. has also been reported by DIETEL on the same host from Japan. 

Sapporo, Nov. 25, 1905・


